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災害発生時、迅速に復旧活動を支援したり、
災害対策用機械の操作訓練など防災技術の
向上および建設機械類の改良・開発に取り組ん
でいます。

道路や橋の点検および河川の
水質や土木材料などに関する
調査・試験を行っています。

新技術の活用・評価を推進し、
新技術情報提供システム
（NETIS）により民間の新技術
開発を支援公開しています。

整備局職員および地方自治体
などの職員に対し業務遂行能力の
向上の為、研修実習を実施して
います。

建設技術情報を収集・保管し、
提供しています。
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技術基盤情報の整備安全・安心の確保
生産性革命の推進 ４

持続可能な成長と地域
の自立的な発展



　災害に備えた防災技術の向上、防災関連情報の収集及び広域的な災害対応の支援等を目的として、四国技術事
務所に「防災技術センター」を設置しています。
　「防災技術センター」は、災害応急対策支援のために、四国地方整備局災害対策本部の指示により、他地整や管内  
事務所に､緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）が派遣された場合の後方支援等を行っています｡このため通常時には､
緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）の訓練・研修・装備品の管理、災害応急対策に必要な情報の収集・提供等、     
また災害対策用機械の操作訓練等の防災技術の向上に取り組んでいます。

平成 30 年 1月
香川県さぬき市鳥インフルエンザ
消毒ポイント（道の駅源平の里むれ）へ対策本部車派遣

平成 29 年 10月
台風 21 号大雨
排水ポンプ車と照明車による内水排除活動

香川県さぬき市 香川県多度津町

平成 29 年 7月
九州北部豪雨
夜間作業支援のための照明車派遣

平成 29 年 11月
愛媛県西条市県道 12 号崩落
遠隔操縦バックホウによる崩壊
岩石の撤去活動



四国技術事務所災害対策用機械配備一覧



平成28年4月　熊本地震での遠隔操縦バックホウによる崩落土砂撤去状況平成23年　東北地方太平洋沖地震での照明車による排水作業支援状況

平成27年9月　台風17・18号による鬼怒川堤防決壊での排水支援状況

　災害時には管内事務所や地方自治体、他地整等への災害対応支援として、災害対策用機械を出動させています。



防災技術の向上
　災害時の派遣に備え、災害対策用機械の持つ能力を維持し、迅速・的確な出動並びに復旧作業を行うため、
災害時における職員や協力会社等の派遣要員の育成を図ることを目的に毎年操作訓練を行っています。
　平成２９年度は、「災害対策用機械の操作訓練」「排水ポンプ車の操作訓練」「遠隔操縦バックホウの操作訓練」等
を延べ約２００人の参加で実施しました。

排水ポンプ車の操作訓練状況

分解組立型バックホウの組立訓練状況

災害対策機械の操作訓練状況

遠隔操縦バックホウの操作訓練状況 掘削状況

高所からのカメラ１台

バックホウ本体からのカメラ３台

組立開始

組立完了



増大する老朽化インフラの延命化のため、安全性の向上と効率的な維
持管理が求められており、適切に点検し、メンテナンスコストの最小化
に貢献する取り組み及び水質などに関する調査・試験を行っています。

　平成29年３月、大洲河川国道事務所で実施している肱川橋（昭和36年竣工）の架替えにともない、不用となっ
た上部工の一部を譲り受け、事務所構内へ移設を行いました。橋梁が実際に受けた損傷・劣化を確認することが
できる場として、技術者の研修等に活用します。

現地での点検セミナーの状況ボートによる点検状況 軌陸車による点検状況

撤去橋梁部材の展示状況

撤去橋梁部材の展示

橋梁点検調査

検査路からの点検状況

　四国地方整備局の直轄国道には、2,674橋（平成29年3月末時点）の橋梁があり、橋梁の損傷及び変状を早期に
発見し、安全・円滑な交通を確保するため、橋梁に関わる維持管理に必要な基礎資料を得るため定期点検を実施
しています。



　四国地方整備局が管理する国道の基礎
資料として、路面性状（わだち掘れ量、ひび
割れ率、ＩＲＩ）を専門の車で調査しています。
　調査結果に基づき、各事務所で修繕の
必要性、優先的に修繕する箇所を決定し、
路面を補修しています。

探査車での異常信号箇所を
マーキング

ハンディ型地中レーダとボーリング調査で
空洞の広がりと空洞厚を確認

路盤下にある横断管の破損により
空洞が発生したと考えられる

１次調査

１次調査で使用する空洞探査車 調査状況（歩道）

路面性状調査車 調査状況

補修後の状況路面下空洞調査で発見した空洞
（深さ１.０m×縦２.３m×横０.７m）

2次調査

舗装

開 削 復 旧

前方カメラ
（暗視カメラ）

レーザスキャナ
（平坦性）

IMU
（姿勢情報）

DGPS
（位置情報） 路面カメラ（ひび割れ）

レーザ変位計
（平坦性）

　道路陥没は、路面下が空洞化することにより発生するいわば「道路の病気」の一種です。路面下の空洞は、埋設物
や護岸の損壊箇所などへの土砂の流出や埋戻土の沈下などにより発生します。
　道路陥没が発生した場合、道路利用者や沿道住民の活動に大きな影響を及ぼすことになります。
　道路陥没を未然に防止するには、路面下の空洞を効率的に探し出し、確実に対応することが重要となることから、
「路面下空洞調査」を四国地方整備局管内の直轄国道で実施しています。

空洞発見から補修までの流れ

　河川やダムなどの公共用水域の良好な水環境を守るため、
四国地方整備局管内の河川やダムの定期的な水質試験に　
関する精度管理を実施するとともに、ダイオキシン類や環境　
ホルモン等についても調査や精度管理を行っています。



　有用な新技術の登録促進の取り組みとして、「四国テーマ設定の新技術公募」を積極的に活用し、四国発信の新技
術の開拓、利用促進を追求し、災害対応技術、構造物保全点検技術、維持管理技術の３テーマに取り組んでいます。

　今後は、四国地整におけるニーズを調査し、本局現業課とも連携して下記のテーマ毎に有用な技術の開拓に取り
組みます。

管理施設の維持管理技術（５件）

橋梁点検足場技術（2件）
保全点検技術（４件）

保全点検技術（3件）

簡易点検技術（2件）

三次元測量技術（8件）

維持管理技術構造物保全技術災害対策技術年度

災害発生時の即日性調査（2件） 簡易点検技術（1件）

保全

災害時における復旧作業を容易にするため、デジカメ
等で撮影した画像から測量図（平面・横断図）を作成
する技術

防災力・災害対応力の向上を図る災害対応技術

維持管理における保全作業を容易にするため、各種
の鉄筋探査システムを公募し、現地で試験を実施した。

重要構造物の現状を簡易に把握できる保全点検技術

道路や河川の維持管理費が増大していく中で日々の維持管理費を削減できる技術

公募事例：３次元測量技術【右イメージ】

公募事例：非破壊調査により鉄筋探査をする技術
　　　　  【右イメージ】



　この技術は、離れた場所から、赤外線カメラに
より点検対象を撮影し、解析を行なうことで、
コンクリートの浮き・剥離を検出する技術で、 
従来は全面打音点検で対応していたものです。
　本技術の活用により、点検箇所の絞り込み
が可能となり、高所作業や交通規制が削減でき
経済性と安全性が向上します。

非破壊検査状況Jシステム画像

非破壊検査箇所（近景）非破壊検査箇所（遠景）

赤外線カメラとＪシステム画面

赤外画像

損傷箇所

判定画像

損傷箇所

・国土交通省が運用している新技術（民間等の技術開発）に係る情報を共有及び提供していくためのデータベース
　です。
・登録された技術を現場で活用し、評価していくことで技術のスパイラルアップを図ります。
・新技術情報（NETIS）はインターネットで一般にも公開しているため、有用な新技術の情報を誰でも容易に入手する
  ことが可能です。



四国技術事務所ホームページ

技術情報誌

四国内の大学等との技術開発懇談会

　大学等と四県の地整事務所・四国技術事務
所が一堂に会し、建設技術の円滑かつ適切な
開発普及を推進することを目的に、毎年四県の
大学を会場に懇談会を開催しています。
　平成２９年度は、四県の大学で開催し、大学と
地整職員合わせて１５１人が参加しました。

　四国技術事務所では新技術関係、技術研究、
品質確保等の情報をホームページで紹介して
います。

『四国技報』を毎年２回発行しています。



白 体験（Eゾーン）

　ユニバーサル体験施設体験とし
て、  平成２９年度においては、  １６
団体・４００名の方が体験しました。
また、平成１７年度の施設完成から、
のべ累計として２６５団体・４８８１
名の方が体験しています。

■ユニバーサルデザインとは…

　事務所構内に歩行者の安全と歩きやすさなどを重視・優先したユニバーサルデザインの各種交通付帯施設を
施工して誰でも歩行や車いす体験等が行えるように常設しています。



　土木構造物実習施設体験として、平成2９年度においては、合計10 団体・210 名の方が体験、内訳として、自治
体など5 団体・111 名、企業・個人など5 団体・99 名が体験しました。また、平成18年度の施設完成から、のべ
累計として140 団体・2,280 名の方が体験しています。

総合的な学習

撤去橋梁部材

ボックスカルバート
モデル

　公共工事の品質確保に取り組むために、各種土木構造物の施工不良や設計ミスなどを再現したモデルと正常な
モデルを実物大モデルとして設置しました。一般の方にも「見て・触れて」構造物の仕組みや構造を理解して
いただけます。

香川県高松市牟礼町牟礼1545



　業務の多様化、技術革新の進展などに対応すべく業務遂行能力の向上を目的に四国地方整備局職員および
地方自治体などの職員に対し研修を実施します。（平成29年度は、669人の参加がありました。うち四国内の4県庁   
職員32人、11市から職員21人、6町から18人の参加がありました。）

新規採用職員研修 初級技術研修 土砂災害対応研修

維持管理技術（河川・ダム）研修 初任係長研修 道路構造物管理実務者研修（橋梁初級 ）
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　ＣＡＤの画面構成や製図基準 ( 案 ) の理解ととも に、
作図、保存、印刷などの基本操作や、写真や表計算ソフト
からのデータ活用方法を習得することで、業務に活用可
能とするカリキュラムを実施。

　コンクリート構造物（逆Ｔ擁壁）施工に係わる一連の   
施工体験（鉄筋配筋・型枠組立・コンクリート受入時検査
・打設・仕上げ・養生・強度確認・脱型確認・収縮低減
剤塗布）を実施。

　河川計画の検討で重要な水文観測に関する概論や、     
Ｈ-Ｑ作成の基礎知識を学習するとともに、観測装置（雨量
・水位・流量）を使用した仕組みや保守手法の確認、流量
観測（低水流観・高水流観）の体験を実施。

　ＣＡＤ経験者を対象に、土木製図データ作成における
技術基準「ＣＡＤ製図基準 ( 案 )」を確認するとともに、
設計成果図面から発注図面や変更指示図、事業説明資料
を作成するカリキュラムを実施。

　アスファルト舗装に関する概論や設計・施工・管理に
関する基礎を学習するとともに、ホイールトラッキング 
試験の供試体作成や、アスファルトプラントの見学、品質
確認と敷均・転圧の体験、現道での舗装点検実習を実施。

　環境教育での各種スキル（内容を判り易く説明・説明時
の技術向上・アイスブレイク・振り返りの重要性）向上の
為、プロジェクトＷＥＴを利用し体験・気づき・学び・行
動につなげる環境教育を実施。

コンクリート応用 [構造物製作] アスファルト

ＣＡＤ基礎 ＣＡＤ応用

13名 10名

水 文 環境教育8名 16名

16名 13名

　四国地方整備局若手職員の基礎技術力向上のため、四国技術事務所では、簡単に参加できる短期の基礎技術 
研修を平成２６年度から実施しており、その研修カリキュラムについては、体験研修や現場訓練などを主とし基礎
的な技術習得を重視したものとしています。
　平成２９年度については、「コンクリート応用 [ 構造物製作 ]」「アスファルト」「水文」「環境教育」「ＣＡＤ基礎」       
「ＣＡＤ応用」の 6研修（1泊 2日）を延べ 76 名の参加者により実施しました。
　平成３０年度においては、「地質・土質」「水質」「測量」「施工管理」「ＣＡＤ基礎」の５研修を実施する予定です。



技術情報管理官（新技術）

技術情報管理官（防災）

高松中央ＩＣから約１０ｋｍ………車で２５分
志度ＩＣから約 ７ｋｍ ……………車で 1５分

H30.4

E11 E11  高松自動車道
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